
数学数学 NO.NO.3737
〈解答〉

1　⑴　（ 4  ，－ 8）　　⑵　①　 32 t 2　　②　16π

2　⑴　ア　対頂角　　イ　ＣＯＦ　　　ウ　対角線がそれぞれの中点で交わる
　　⑵　180－ 2 a － b〔°〕

　　⑶　207 倍

配点　2⑴各 1点，他各 2点　13点満点

〈解説〉

1　⑴ 　点Ｅの x 座標は点Ｄの x 座標と同じく 4なので，関数㋑の式である y＝－ 12 x2に 

x ＝ 4を代入して，

　　　　　 y＝－ 12 ×4
2

　　　　　　＝－ 8
　　　よって，その座標は
　　　　　（ 4，－ 8）
　　　となる。
　　⑵①　関数㋐の式である y＝x 2 に x＝ t を代入して，
　　　　　　 y＝ t 2 

　　　　関数㋑の式である y＝－ 12 x 2に x＝ t を代入して，

　　　　　　 y ＝－ 12 t 2 

　　　　よって，Ｄ，Ｅの座標はそれぞれ

　　　　　　（ t ，t 2 ），（ t ，－ 12 t 2 ）

　　　　と表されるので，

　　　　　　ＤＥ＝ t 2 －（－ 12 t 2 ）

　　　　　　　 ＝ 32 t 2 

　　　　と表される。
　　　② 　ＡはＤと y 軸について線対称な位置にあるので，その x 座標は－ t と表される。

よって，
　　　　　　ＡＤ＝  t －（－ t ）



　　　　　　　  ＝ 2 t 

　　　　とおける。ＡＤ＝ 23ＤＥなので，

　　　　　　 2 t＝ 23 ×
3
2 t 2 

　　　　という方程式が成り立ち，この方程式を解くと，
　　　　　　 t＝ 0， 2
　　　　となるが，t ＞ 0なので，
　　　　　　 t＝ 0は問題に合わない。
　　　　　　 t＝ 2は問題に合う。
　　　　したがって，
　　　　　　Ｄ（ 2， 4），Ｅ（ 2，－ 2）
　　　　 である。△ＤＯＥを y 軸を中心に 1回転してできる立体

は，右の図のように，半径 2，高さ 6の円柱から，
半径 2，高さ 4の円すいと半径 2  ，高さ 2の円すい
をくり抜いたものになるので，その体積は，

　　　　　　π× 22× 6 － 13 π× 2
2× 4 － 13 π× 2

2× 2

　　　　　＝16π
　　　　である。

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＯＥと△ＣＯＦにおいて，
　　　　点Ｏは長方形の対角線の交点なので，
　　　　　　　ＡＯ＝ＣＯ        …①
　　　　平行線の錯角なので，
　　　　　　　∠ＯＡＥ＝∠ＯＣＦ     …②
　　　　  ア　対頂角  なので，
　　　　　　　∠ＡＯＥ＝∠  イ　ＣＯＦ    …③
　　　①，②，③より，
　　　　　 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，
　　　　　△ＡＯＥ≡△ＣＯＦ
　　　　対応する辺なので，ＥＯ＝ＦＯ   …④
　　　①，④より，
　　　　  ウ　対角線がそれぞれの中点で交わる  ので，
　　　　四角形ＡＥＣＦは平行四辺形である。
　　⑵　平行線の錯角なので，
　　　　　∠ＯＣＢ＝∠ＯＡＤ＝a°
　　　 長方形の 2本の対角線は等しく，対角線はそれぞれの中点で交わるので，△ＯＢＣ

はＯＢ＝ＯＣの二等辺三角形である。よって，



　　　　　∠ＯＢＣ＝∠ＯＣＢ＝a°
　　　△ＯＢＣの外角なので，
　　　　　∠ＡＯＧ＝∠ＯＢＣ＋∠ＯＣＢ
　　　　　　　　 ＝ 2 a°
　　　⑴の証明より，平行線の錯角なので，
　　　　　∠ＯＡＧ＝∠ＯＣＥ＝b°
　　　△ＯＡＧの内角より，
　　　　　∠ＡＧＯ＝180°－∠ＡＯＧ－∠ＯＡＧ
　　　　　　　　 ＝180°－ 2 a°－b°
　　　　　　　　 ＝180 － 2 a－b 〔°〕
　　⑶　長方形ＡＢＣＤの面積を S とすると，

　　　　　△ＡＢＣ＝ 1
2 ×長方形ＡＢＣＤ

　　　　　　　　 ＝ 12 S 

　　　ＡＯ＝ＣＯ なので，

　　　　　△ＡＯＢ＝△ＢＯＣ＝ 1
2 ×△ＡＢＣ

　　　　　　　　　　　　   ＝ 14 S 

　　　ＢＧ：ＧＯ＝ 6： 7なので，

　　　　　△ＡＢＧ＝ 6
6 ＋ 7 ×△ＡＯＢ

　　　　　　　　 ＝ 613×
1
4 S 

　　　　　　　　 ＝ 3
26 S 

　　　ＣＦ：ＦＢ＝ＡＥ：ＥＤ＝ 7： 3なので，

　　　　　△ＢＯＦ＝ 3
7 ＋ 3 ×△ＢＯＣ

　　　　　　　　 ＝ 310×
1
4 S 

　　　　　　　　 ＝ 3
40 S 

　　　ＢＧ：ＧＯ＝ 6： 7なので，

　　　　　△ＯＦＧ＝ 7
6 ＋ 7 ×△ＢＯＦ

　　　　　　　　 ＝ 713×
3
40 S 



　　　　　　　　 ＝ 21520S

　　　以上より，△ＡＢＧの面積は△ＯＦＧの面積の 

　　　　　△ＡＢＧ÷△ＯＦＧ＝ 3
26 S ÷ 21520S

　　　　　　　　　　　　  ＝ 207 〔倍〕

　　　である。
　　　なお，問題文中に与えられた条件
　　　　　ＢＧ：ＧＯ＝ 6： 7
　　　であることは，次のようにして求めることができる。
　　　ＣＦ：ＦＢ＝ＡＥ：ＥＤ＝ 7： 3なので，

　　　　　△ＡＣＦ＝ 3
7 ＋ 3 ×△ＡＢＣ

　　　　　　　　 ＝ 710×
1
2 S 

　　　　　　　　 ＝ 7
20 S 

　　　　　△ＡＢＦ＝ 3
7 ＋ 3 ×△ＡＢＣ

　　　　　　　　 ＝ 310×
1
2 S 

　　　　　　　　 ＝ 3
20 S 

　　　ＡＯ＝ＣＯなので，

　　　　　△ＡＯＦ＝ 1
2 ×△ＡＣＦ

　　　　　　　　 ＝ 12 ×
7
20 S 

　　　　　　　　 ＝ 7
40 S 

　　　 右の図のように，Ｆを通ってＢＧに平行な直線，Ｂ，Ｏ
を通ってＡＦに平行な直線を引き，それぞれの交点をＰ，
Ｑとすると，

　　　　　△ＡＢＦ＝△ＡＰＦ
　　　　　△ＡＯＦ＝△ＡＱＦ
　　　なので，

　　　　　△ＡＰＦ：△ＡＱＦ＝ 3
20 S ： 740 S 

　　　　　　　　　　　　 ＝ 6： 7



　　　よって，
　　　　　ＰＦ：ＱＦ＝△ＡＰＦ：△ＡＱＦ
　　　　　　　　　＝ 6： 7
　　　となり，
　　　　　ＢＧ：ＧＯ＝ＰＦ：ＦＱ
　　　　　　　　　＝ 6： 7


